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大
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部
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吉

衣
類
四
コ
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リ
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ム
畏
崎
市
二
神
商
庖

衣
類
一
コ
リ

(六
十
点
)

総
理
大
臣

大
村
市
連
合
婦
人
会

(災
害
対
策
本
部
)

ム
金
一
封

ム
金
}
封

。
七
月
二
十
一

登
録
も
れ
は

報
奨
金
は
前
納
額
の
百
分
の
一

(
選
挙
管
理
委
員
会
)
一
に
納
期
前
の
月
数
を
か
け
て
計
算

"
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一
(
到
来
し
た
納
期
月
は
除
か
れ
ま

'

:

一

ず

)

し

ま

ず

か

ら

、

前

納
は
第
一

徴

税

令

書

は

着

き
ま
し
た
か
一
期
分
と
同
時
に
な
さ
る
の
が
も
っ

-

一と
も
お
得
で
す
。
た
だ
し
、
報
奨

市
政
だ
よ
り
十
日
号
で
お
知
ら
一の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
乙
と
の
な
い

一金
は
納
税
し
た
も
の
に
対
し
て
交

一せ
し
ま
し
た
と
お
り
、
昭
和
三
十
一
ょ
う
遠
慮
な
く
申
し
で
て
く
だ
さ

一付
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
税
金
額

吉

年
度
市
震
税
お
よ
び
保
険
税
一

ぃ。

一か
ら
は
差
引
か
れ
ま
せ
ん
。
ま
た

村
市
に
信
者
定
め
た
人
。
一
徴
税
令
書
は
、
各
納
税
麓
務
者
あ
一
な
お
水
害
に
よ
り
土
地
、

重

一

点

し
た
税
金
が
あ
る
と
報
奨
金

た
だ
し
、

犯
罪
に
よ
る
失
格
者
一
て
郵
送
い
た
し
ま
し
た
が
受
取
り
互
に
損
害
毒
ら
れ
た
肯
定
対
一変
付
い
た
し
ま
せ
ん
。

や
禁
治
産
者
は
除
か
れ
ま
す
が
一
に
な
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

一し
で
も
本
年
度
の
市
県
民
税
並
び
一

乙
の
項
に
つ
い
て
は
申
請
書
の
一
本
竺
月
}
日
現
在
大
村
市
に
一
に
保
険
税
の
徴
税
令
曹
は
-
応
送
一
(
税
務
課
)

裏
面
を
ど
覧
く
だ
さ
い
。
一
住
所
を
有
し
た
人
で
前
年
中
(
昭
一

付
い
た
し
ま
し
た
が
、
と
れ
ら
の

一

ム
調
査
の
方
法

一和
三
十
六
年
)
に
所
得
の
あ
っ
た

一方
々
に
対
し
て
は
実
態
調
査
の
結
一

各
町
務
連
絡
委
員
を
経
由
し
て
一人
、
ま
た
宮

家

業
に
従
事
し

て

喜

基

づ
き
、

納
期
限
の
延
長
、
一

調
査
曹
を
各
世
帯
へ
配
布
い
た
一
い
た
人
な
ど
で
令
書
が
届
い
て
い

一減
額
一史
正
等
を
そ
れ
ぞ
れ
い
た
し

し

ま

す

。

一

な

い
人
は
た
だ
ち
に
税
務
課
ま
た
一ま
す
。

調
査
書
が
届
か
な
い
人
は
、
選
一
は
出
禁
に
そ
の
旨
申
し
で
て
く

一

市

税

を

早

自

に

納

め

挙
管
理
委
員
会
か
関
係
出
張
所
だ
さ
い
。
保
険
税
の
令
警
は
一
年
一

一
分
(
一
ニ
枚
)
を
送
付
い
た
し
て
お
一

る

と

前

納

報

奨

金

が

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
一
り
ま
す
の
で
十
月
期
以
降
の
分
は
一

も

ら

え

ま

す

ム
調
査
書
の
提
出
期
限

一

一

一
各
家
庭
の
保
険
袋
に
入
れ
て
お
く
一
一
一
回
以
上
に
わ
り
て
納
め
る
市

七

月

三

十

日

一

な

ど

納

期

の

く

る
ま
な
紛
失
し
な
一税
で
、
ま
だ
納
期
の
と
な
い
分
を

ム
提
出
先

一
い
よ
う
と
く
に
注
意
し
て
く
だ
さ

一前
納
す
る
と
、
納
め
ら
れ
た
と
き

大
村
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
一

い。

一す
ぐ
報
奨
金
が
も
ら
え
ま
す
。
そ

局
ま

た

は

出

頭

所

そ

の

他

ご

不

審

ご

不

満

な
ど
そ
一
の
際
は
印
鑑
を
と
持
参
く
だ
さ
い

投
票
で
き
な
い
v

基
本
選
挙
人
名
簿
の
飽
旭
川
耕
調
査

定 価 一 部 五 円
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萱:梧タム1最作自

日
か
ら
八
月
三
十

一
ム
調
査
現
在
日

七
月
二
十
日

ム
調
査
書
に
記
入

す
る
資
格
が
あ
る

人

主著籍調査の方法
のに十
六 生 七
月れ年
十た十
五 日 二
日本月
ま 国 ニ
で民十
にで 一
大、日
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な
お
、
調
査
警
の
提
出
は
必
ず
一
だ
さ
い
。

町
務
連
絡
要
員
を
経
由
し
て
く
一

n 
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水
害
軽
減
に

役

u 
¥ 

O. 

日
ま
で
夜
八
時
に
サ
イ
レ 12 " 11. 

r
A

七
月
八
日
の
大
雨
の

*
.

際
、
賞
潮
ダ
ム
は
郡
川

々
ノ
流
域
の
水
害
軽
減
に
大

瀬

き

な

成

果
を
お
さ
め
て

萱
い
ま
す
。

萱
瀬
ダ
ム
の
地
点
で
最
大
降
雨

と
な
っ
た
の
は
八
日
の
午
前
五
時

三
十
分
の
八
十
八
・
五
ミ
リ
、
ダ

ム
最
大
流
入
量
と
な
っ
た
の
は
岡

田
七
時
三
十
分
の
一
ニ
百
五
十
一
一
一
ト

ン
、
放
水
巻
最
も
多
く
し
た
の
は

同
日
八
時
の
二
百
六
十
六
ト
ン
で

す
。
乙
れ
は
上
の
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。

こ
の
た
び
道
路
交
通
法
が
改
正

さ
れ
「
大
型
免
許
]
の
取
扱
が
つ

ぎ
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
三
十
七
年
七
月
一
日
以
降

に
大
型
免
許
を
受
げ
た
者
の
う

ちω
年
令
が
二
十

一
載
に
澗
た

な
い
と
き

10 -. 

て
い
ま
す
。
乙
の
乙
と
は
ダ
ム
よ

り
下
流
の
水
量
が
一
番
多
く
洪
水

の
危
険
の
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
た

時
間
と
、

ダ
ム
の
調
節
に
よ
り
、

放
水
レ
た
時
間
と
の
差
か
あ
り
被

害
が
そ
れ
だ
り
少
な
く
な
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ロ

ノレ
散
布
に
あ
た
っ
て
門
散
布
最

し
よ
う
。

川
山
一
濃
い
事
、一次

‘
壬

ご

巻
多
く
し
て
、
禁
の
表
裂
に
よ
摘
果
を
す
れ
ば

ω隔
年
結
果
川

く
か
か
る
よ
う
に
し
ま
す
。

を

防

止
す
る

②
病
害
虫
被
害
川

…
門
み
か
ん
】

(フ
ッ
ソ
l
ル
は
特
定
種
物
で
果
が
少
な
く
な
る
①
果
実
の
…

す
か
ら
、
個
人
間
除
は
で
き
ま
品
質
が
よ
く
な
る
④
果
実
が
川

川
カ
イ
ガ
ラ
虫
類
の
発
生
が
盛
せ
ん
)

大
き
く
な
る

⑤
政
穫
労
刀
の
川

川
ん
な
時
期
で
す
。
五
、
六
月
に

普
通
澗
州
は
、
向
然
病
果
も
節
約
が
で
き
る
な
ど
の
利
点
が
川

川
防
除
で
き
な
か
っ
た
も
の
、
ま
お
わ
る
の
で
、
精
果
が
多
す
ぎ
あ
り
ま
す
。

川
た
、
不
完
全
な
も
の
で
発
生
し
る
も
の
は
、

二
十

t
二
十
五
葉

ぜ
ひ
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

川
て
い
る
園
で
は
フ
ッ
ソ

l
ル
の

に一

果
の
割
合
に
な
る
よ
う
八
(
興
業
改
良
普
及
事
務
所
)
川

川
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

月
上
旬
に
か
げ
て

摘

果

公

し

ま

川

海
水
港
場
を
。ハ

ム ム出ム
三は盆必き水席 ラ イ地(

必 お ずー詠 す ジム区各
とらど 告 家 はるオ暑で 地
。ずりげ庭必乙体 嶋 は区
保、てにずと操らミで
謹花行は大。にすユサ
者 火く時人 は ν| イ
と大乙閤と で ジレ
ー会ととー き ッン
緒な。場緒るク
ιど所 tこだチ本
行「を行り ャ庁

ムムム ム
よ服にア所花はり映
う装と Jレ持火夜、画
発 は ど バ し ゃ 八 拘 は
的 消けイな沼 時 家 学
に謀る トい物 ま じ 綬

F レ ド と を と 等 で のの
敢なしと'9-と危でテ注
宵い、。る。隙 帰レ癌
霊童乙 準 時 なるビ を
員と 実 は も乙の よ
会 b で 学 のと 観 ぐ
)ち校は。賞叩

ム ム ム ムき注す 起 頂 舎
はしとう 尿 ':e誕す訟とか を } 畜る窟のさ騎じ
ら や くすが設とる 尿 と飛も定 舎 よしでて簡 起
うすにる流備 尿 乙の。びつののうて、く生払i
こい 雨 こ れ を は と 処 散 て 広 まお明つるよ二す
と の舗とだしぺ 。盟 らかさわ願るぎ乙のる
。でに。 す諮つ に な た を り い いむ と間伝
細は こ 尿 ベ は いめ コ は い 性 乙 が 組染
心 雨 と 溜っ と よ汚ンでた 泊と者 も 病
の 水 のょ に く う物クきし 現に へ いの
注が なり 処 に にやリるま墳とら ろ 発
意 浸 い糞 理 性 す 汚 | だ すがくれ い庄
を入 ょやす 意 る 水ト 付 。 で に ま ろや

ト

サ
イ
レ
ン
を
な
ら
し
ま
す
。

夜
八
時
に
な

っ
た
ら
帰
り
ま
し
ょ
う

小
叩
学
校
の
生
活
指

導
主
任
会
議
は
七
月
十

二
日
大
村
小
学
校
で
開

か
れ
た
。
と
れ
は
庄
徒

児
童
が
規
則
正
レ
い
生

活
を
し
て
夏
体
み
を
健

康
で
明
る
く
す
ご
す
よ

う
に
つ
ぎ
の
乙
と
を
き

め
ま
し
た
。

各
家
庭
や
各
関
係
者

導匂
日

'
T
f
J
 

活生の中み休夏
に
も
協
力
を
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
.

ム
計
画
表
や
日
課
表
者
作
ら
せ
る

乙
と
。

ム
朝
十
時
ま
で
は
学
習
や
家
事
手

伝
ひ
の
時
間
と
し
、
お
五
の
肪

聞
を
つ
つ
し
む
こ
と
。

ム
夜
は
八
時
ま
で
に
は
帰
る
乙
と

大
型
免
許
の
取
扱

い

が

変

り

ま

し

た

4， 

と
れ
は
最
も
雨
の
多
く
降
っ
た

時
間
と
最
も
多
く
流
入
し
ダ
ム
に

影
響
し
た
時
間
と
の
差
が
二
時
間

最
も
多
く
放
水
し
た
時
間
と
の
差

は
二
時
間
半
で
あ
る
と
と
を
示
し

-J
九
月
十
五
円
現
在
で
一
必
ず
調
査
瞥
ぞ
提
出
し
て
く
だ
さ

A
口

調
製
す
る
基
本
選
挙
人
一
る
よ
う
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願

目

名
簿
登
録
の
基
随
資
料
一
い
し
ま
す
。

わ

と

す

る

た
め
、
つ
ぎ
の

一

な
お
、
来
年
四
月
行
な
わ
れ
る

釦

調
書
領
に
よ
り
、

登
一予
定
の
市
融
会
議
員
、
県
議
会
議

若
占

‘

一員
選
挙
に
は
、
乙
の
調
査
に
も
と

U
L
録
賢
格
者
の
調
査
を
汀
一

調
削

，
一づ
い
で
作
っ
た
基
本
選
挙
人
名
簿

署
員

な
い
ま
す
。

一一が
使
用
さ
れ
ま
す
。

乙
の
基
本
選
挙
人
名
簿
川
公
正
一

な
選
挙
を
行
な
う
た
め
r
h
、
選
挙
一

権
の
あ
る
人
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
一

し
て
お
く
大
切
な
縛
聞
で
、
毎
年
一

資
格
者
移
調
査
の
上
、
作
り
か
え
一

ら
れ
る
乙
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
一

の
で
、

大
村
市
に
永
住
居
住
し
て

一

お
ら
れ
る
人
や
住
酔
登
録
を
じ
て

一

い
る
人
で
も
、
資
格
が
あ
る
人
は一

3. 2~号

ン
を
鳴
ら
し
ま
す

ω
自
動
車

(
自
動
二
輪
車
を

除
く
)
の
運
転
の
経
験
期
聞

が
通
算
レ
て
二
年
に
満
た
な

い
と
き

，

は
道
路
交
通
法
施
行
令
で
定
め

ら
れ
た
大
型
自
動
車
砕
運
転
す

る
乙
と
が
で
き
ま
せ
ん
(
十
八

才

t
一一
十
一
才
ま
で
で
も
受
験

:G 
多畜
大 台
σ1σ〉

関衛
心庄
を 管
は理 、 ノ

らに ' 
つは F日
てか反j又
おねケ、
らカ VJ

~ tJ、才も 1m， 

専 ま御 提も種 る とめ U らる Xと
ね だ 不犬出の免 となとた h 夏乙王国
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だ般の免な聞 の は 賢 な 苛 日向ど I~
さ寄か許けじ申運出つ免 A う 思 Uー
ド U た (') t-:.按 調私むて肝買にいいー

大 -。の は取ば式 嘗経置正い 証 H つまr-r:
*'f 瞥大扱なのに伸明言変じ れずとL.
瞥 祭料にり も 添習を す 延 不 が王ヨ「
察 暑霊式つ支の付(申 。明 潔、 ii:語、
岩 e験 い せ 〉 す 傭し ず な雨
G お場てんをるニ出 る 畜 副

ム ムムム A 
究は 新エ し 畜乙尿 す川抵がわだ堆
す 周 7こウ襲告と溜る 、尿 ならげ肥p固 に ジ械 の 。側1}乙海そ い 等阜 舎
ーの 家 等な滑 昨 とにのょが ~ω

と 環 苗 のど潔 t..... 流他う 1:\(~盤 な
境 を発のに は 入の に 天伺い
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